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光学活性へミアミナ-ル 7に対し,ケテンシリルアセタール 8とのMannich反応を行い共通中間体 6を






































































原子を利用 して,1,2-および 1,3-遠隔 C-H酸化を行 うことで二つのヒドロキシル基を導入できると





















































Aconitineは, トリカブ トから単離されたジテルペンアルカロイ ドであり,電位依存性ナ トリウムチャ
ネルの活性化により神経毒性を示すことが知られている｡複雑かつ特異な炭素骨格上に多くの酸素官
能基を有することが特徴 として挙げられ,全合成例は報告されていない｡第二部第一章では,分子間
Diels-Alder反応によりビシクロ [2.2.2]骨格を有する化合物の合成を行っている｡Diels-Alder反応で
は,炭酸水素ナ トリウムを添加することで基質の分解を防ぎ,目的物を良好な収率で得ることに成功し
ている｡第二章では,wagnerMeeⅣein転位反応により,aconitineの基本炭素骨格を有する四環性化合
物の合成を行っているoWagner-Meerwein転位反応では,反応機構に関する考察を行い,内部アルケン
を導入することで,目的の転位反応を進行させることに成功した｡以上要するに,論文提出者は,分子
間Diels-Alder反応とWagnerMeeⅣein転位反応を鍵工程として,aconitineの基本炭素骨格である四環性
化合物の効率的合成に成功した｡本研究は,aconitineの合成を行うために極めて重要な知見を提供する
ものである｡
以上,本研究は薬学ならびに有機合成の分野の発展に大きく寄与するものである｡よって,本論文は
博士 (薬学)の学位論文として合格と認める｡
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